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旭幼稚園２０２５年度自己評価結果公表シート 

本園の教育目標 
キリスト教信仰に基づき、幼児一人ひとりを大切に親と子の育ちの場となるよう努めるものとする。 
(施設の目的及び運営方針) 
１ この幼稚園は、幼稚園型認定こども園であって、「日本基督教団信仰告白」に言い表されたキリスト

教信仰を基本理念とし、学校教育法第 22 条及び第 23 条に基づき幼児を保育し、適当な環境を与えて、その

心身の発達を助長することを目的とする。 
 ２ 本園は、社会の期待や願いに応えられる創意と活力のある保育活動をすすめ、園児・保護者・地 
域に信頼されるよう努めるものとする。 
 ３ 本園は、安心・安定した情緒と落ち着いた保育環境の中で、健やかで豊かな心と体が育つよう保 
育を行うものとする。 
 ４ 本園は、子育て支援と対話・相談を大切にし、親と子の育ちの場となるよう努めるものとする。 

 
 神様の守りと導きの中で、共に生かされていることを感謝し、喜びと祈りを持って保育に携わる。 

  一人ひとりの見とりを丁寧に行い、興味や資質、友達関係、遊びの具体的な姿を保育者間で共有し、願

いに基づいた保育計画をしっかりと立て実践し反省し見直していくことを常とする。          

“縦割り構成の自由保育”には高度な配慮と保育者の資質が求められるが、保育者自身も学び、自己研鑽

を積み、成長する保育者集団として、子どもが主役の保育を創り出せるよう努める。 
  

 
１．長年の課題への取り組み 

    子どもたちの豊かな遊びの世界を実現するために、そして安全な環境設定という観点で、長年の課題

であった園庭の工事に着手した。 
【老朽化した固定遊具の取り換えや見直し】【老朽化しているウッドデッキの作り直し】【物置の土台

部分の作り直し】【老木となり倒木の可能性のある木々の植え替えや伐採】【隣家と園庭の間のフェンス

の一部作り直し】【園庭の一部の水はけをよくする工事】と多岐にわたる工事内容を、夏休みを中心とし

た１か月半で行う計画を立てた。 
工事中も保育を継続して行う為、工事車両などが出入りする工事スペースと子どもたちが生活する保

育スペースをしっかり分けるなど子どもたちの安全を最優先にした工事を行なった。また、工事に伴い

少なくなる外遊びについては、２階プールでの水遊びを積極的に取り入れるなど、遊びの質と量の確保

に様々な工夫をして臨んだ。 
新しい園庭づくりの具体的なプランニングは、現場の保育者の意見を大きく取り入れた。子どもたち

にどんな遊びをさせたいのか、話し合いを重ね、起伏のある空間で創造性を培う遊びを願っての“土の

築山”、降り積もった雪でそり遊びが出来る“すべり台の山（人工芝）”の２つがある新しい園庭づくり

を行った。砂場も新設したが、事前に多くの職員が、砂場研修に参加して学び、新たな砂場作りに臨ん

だ。 
様々な事情により、工事期間が１か月ほど延長することになったが、子どもたちや保護者のご理解と

ご協力をいただき、２０２５年９月に無事に完成した。 
２つの築山を備えた高低差のある空間を設定したことで、より積極的に庭で過ごし、変化に富んだ外
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遊びで伸び伸びと過ごす姿が見られるようになった。また近年弱くなっていると言われている子どもた

ちの体力・運動能力の向上への願いの部分においても、以前に比べ、鬼ごっこなどで転ぶ子どもがぐっ

と減ったこと、走り回っても疲れにくくなり遊びが継続しやすくなるなど、体力や筋力・体幹などの向

上がわかりやすい形で子どもたちの姿にあらわれてきた。 
 大きな節目となる大工事であったが、園児や保護者・工事関係者そして近隣の方々のご協力があって 
施行できたことを心から感謝したい。 
 

２. 保育の充実にむけて 
  ア、保育者は、園の根底である一人ひとりの存在を尊ぶ「キリスト教保育」への理解を深め保育にあた 

った。年間主題については、昨年度に引き続き、今、お預かりしている子どもたち一人ひとりの遊 
びの姿・友だち関係・発達の状況などを多角的に捉え、全正職員で子ども理解の共有を行い、話し 
合いをして設定した。これは旭が長年大切にしている年間主題の決め方である。月の主題・聖句・ 
願いも、年間指導計画とともに教師会で共有した。 

   イ、複数担任制で今年度も保育にあたった。 
     保育者自身がより主体的に子どもを見つめ関わり、そこで得た“気付き”を共有しながら計画を 

たて実践していくことを念頭に日々保育を積み重ねた。子ども一人ひとりの育ちや保育について 
は “週案会”や“朝のお祈り・打ち合わせ”の時に、クラス（部屋）を超えた子どもの姿の共有 
を丁寧に行った。子ども理解や保育の展開の仕方を考え合う良い時間となった。 
保育業務は多岐にわたるが、今後も時間を捻出して、ゆたかなチーム保育を創っていきたい。 

   ウ、「子どもは遊びの中で育つ」「遊びは学びである」ことを大切に、保育者は子どもの興味や遊び 
     方、成長への願いなどを加味して、刺激となる遊びの提案や環境を積極的に整えていくことを保 

育者間の共通理解として日々保育にあたった。 
また、主体的な活動が持続できるよう、子ども自身が遊びに出会い遊び込んでいく時間をでき 

る限り確保し、一斉の活動などで遊びが一度中断したとしても、遊びが再開できることや今日の 
遊びの続きが明日も出来るということを可能な限り保証していく配慮を行った。 

        
昨年から子どもたちの体力や運動能力低下の対策の一つとして取り入れた、劇空間夢幻工房 

の方を講師に行った「さくらんぼリズム遊び」を今年度も年２回行った。音源や生のピアノの 
音、バイオリンの音に合わせて、今まで体験したことのない身体の動かし方に出会い、夢中に 
なって楽しむ姿が見られた。 
 同じく課題としていた室内あそびについては、様々な遊びを両立するための保育空間の使い方 
を工夫した。長時間の外遊びが出来にくい天候（猛暑、寒さ）の時には、室内での遊びの提案を 
工夫したり、製作活動については、新しい素材を使うなど、教材研究もしながら、個々での製 
作、部屋ごとでの製作、行事後の製作、年次ごとの製作と、様々な場面で子どもたちの主体的な 
製作活動が実現できるよう努めた。 

また、子どもたちの活動の様子を保育室内に可視化するドキュメンテーションでは、 
「こいのぼり作り」「大きなあじさいをつくったよ」「どこまでお散歩？（アリの観察）」 
「ようこそぼくの手のひらへ。だんごむしの迷路」「ふくじゅそうってどんなお花？」など、 
保育者が着目した子どもたちの遊びは様々で、写真やイラストを用いながらまとめたものが、 
部屋や廊下、ホールなどに貼り出され、自分たちの遊び・友だちの遊びを目で見て楽しみなが 
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ら、刺激を受けて遊びが深まっていく姿が見られた。オリジナリティのあるお部屋作りに積極 
的に取り組んだ。 
年間を通し、自己実現、自己肯定感の育ち、意見の衝突、他者の思いや存在を受け入れること、 

    協働の遊びの姿など、幼児期に育つ大切さを謳われている非認知能力の育ちが豊かに育まれた。    

エ、行事については、一人ひとりの保育者が、願いや活動の意味合いを理解し、共通の思いで取り組め 
るよう、また、毎年の繰り返しではなく、今年度の子どもたちに適した計画がたてられるように、 
時間をかけて準備し実施した。保護者の方からのご協力もいただき、年間を通して様々な行事を 
豊かに実施することが出来た。 
・６年ぶりに、春の全園児遠足（大型バス使用、幼児ぐみ全員での遠足、飯綱の一の鳥居へ）を実 
施した。昨年度は悪天候のため、代替えの遠足を行ったが、春ゼミが鳴く爽やかな春の高原で 
豊かな時間を過ごすことが出来、子どもたちにとっても貴重な体験になった。 

・年長児のお泊り保育は、今年度も妙高高原にて二泊三日の生活をした。昨今の夏の暑さを考慮し 
て、例年よりも１週早い時期に設定したが、事前の子どもたちの準備も計画の中で問題がな 
く行われ、また、夏期保育後の活動（グループに分かれての描画活動等）を豊かに行い、妙高で 
の体験を深め合う良い時間となった。 

    ・運動会（けやきの日）は園庭工事の遅延により、２週間ほど遅い開催となったが、新しい園庭で 
     子どもたち・保護者の方みなで、“一緒に身体を動かすことを楽しむ”運動会となった。駐車場 
     では近隣の施設より、駐車スペースのご協力をいただき大変ありがたかった。 
    ・焼き芋大会では、地面が濡れていて火起こしに苦戦したが、おいしい焼き芋が焼きあがった。 
     今年も近隣の方々に落ち葉のご協力をいただいた。また、今年はお迎えに来た保護者の方にも味 
     見をしていただくなど、園内で子どもが食したものをお家の方にも味わっていただく機会を設け 
     た。（給食室で調理した大学かぼちゃなどの試食も）  

オ、子どもの情操教育の一環として、昨年度に引き続き、ヴォルーナトリオの皆さんによるコンサー 
トを保育の中で開催した。バイオリン・チェロ・ピアノの生の楽器の音色に触れる良い機会とな 
り、今年度は、自分の手で作った楽器を使って一緒に演奏を楽しむ時間も作っていただいたので 
より楽しく音楽の世界に引き込まれ、心を弾ませる姿があった。 

      感性が豊かな乳幼児期に、良質な音楽の生演奏を、いつもの幼稚園の空間で友達と共に味わえ 
たことの喜びは大きく、五感すべてで音楽を楽しむ経験はとてもゆたかな時間であった。 

      また、母の会有志（親子読書クラブ）による絵本の読み聞かせを年に２回行った。創意工夫し 
た読み聞かせはとても楽しく、絵本の世界・物語の世界を身近に感じる嬉しい時となった。 

  カ、年々利用が増えている預かり保育については、長時間の保育時間になる子どもも多いことから、 
    より家庭的な保育を、安全に提供できるように配慮した。 

特に低年齢児の預かり保育利用者が増加していることもあり、クローバーの部屋でおやつを食べ 
    べてから、ホールに移動する形に変更し、落ち着いて飲食をすることと、楽しく遊ぶことの時間帯 
    を分けた。シフトの配置を工夫し、安全で楽しい夕方の時間を過ごせるよう努めた。 
  キ、２歳児教育・保育（クローバーの部屋）では、個人差が大きく、自我が芽生え確立されていく成長 
    過程の子ども一人ひとりに対してより添った丁寧な保育が行われた。 
     今年度も教育利用（認定外こどもと満３歳になった１号こども）保育利用（３号認定こども）合 

わせて沢山の入園者となったが、クローバーエリアとなる３つの保育室を必要に応じて空間を分け、 
多様な子どもたちの成長に対応する保育を心掛けた。 
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積極的に毎日戸外に出ての活動をする、手指を動かす製作活動・リズム感や一体感・情緒が 
     育まれる表現活動など歴代のクローバーで培ってきた２歳児教育の活動をバランスよく取り入れ 

子ども一人ひとりの自己肯定感・友だちと一緒の心地よさの体感・遊ぶ力の育成に努め、豊かな 
成長の場となった。 

   ク、ブログの発信は基本的に毎日行い、子どもたちの遊びの様子とともに園の子ども観・保育観を発 
信する手立てとなった。園だよりやクラスだよりでも子どもの育ちあう姿を発信した。 

   ケ、外部機関との連携 
    ・子どもの育ちを保護者と共に多角的に援助するため、様々な教育機関・医療機関や事業所等との 

連絡を密にし共有した。保育に生かせるよう支援会議などに積極的に参加し、連携をとり共通認 
識を持ちながら必要な関わりが出来るように努めた。 

    ・小学校との連携については、地元の小学校との交流が、数年前より広がり始めていたが、今年 
度は、１年生による旭幼稚園訪問、音楽会リハーサル見学を兼ねた学校訪問（年長児）、３年生ク 
リスマス会へ参加（年中児）、５年生に案内されての学校探検（年長児）など、より多くの交流 
の時を持つことが出来た。大変ありがたく、今後も継続していきたいと願う。 

コ、保護者との連携 
      ４月のはじめに保護者会を開催し、園の保育の基本方針や今年度の行事などについて説明を行 
     った。年２回行っている保育参加は、５月は指定した時間の参加、２月は自由に時間が選べる保 

育参加を行い好評であった。一年間を通して、保護者の方からのご理解と信頼、沢山のご協力を 
いただいたことを感謝したい。 

     
３、設備・遊具と安全、環境への対応について 

ア、毎朝、保育者による安全点検を行った。不具合の箇所があった場合は、専門業者に速やかに連絡 
  するなど早期対応を行った。 
イ、 ここ数年、園児も職員も増え、また自家用車での送迎の方も多いので、送迎時の駐車場の混雑が 

課題となっているが、職員用の駐車場を近隣で借り、駐車場の誘導に立ち、保護者の方からも大 
きなご協力をいただきながら、安全安心な登降園になるように努めた。また、万が一の事故や環 
境への配慮から、車を離れる時には必ずエンジンを切っていただくよう注意喚起を行った。 

ウ、今年度も、火災・地震による避難訓練だけではなく、大規模災害を想定した保護者に迎えに来て 
いただく“引き取り訓練”や消防士の指導を受けた消火通報訓練などを行った。 
また、今年度は全国で例年になく地震が多かったことを受けて、実際に被災した場合のシュミレ 
ーション訓練を取り入れ、万が一の場合の工夫を職員で共有し、理解を深めた。 

   エ、子どもたちの生活の場としての SDGs の取り組みを引き続き大切にした。給食室の職員が中心と 
なって、毎日の野菜くずや給食の食べ残しを様々なコンポスト容器を使って、土に返し、花壇な 
どで再利用した。園庭や門の入口の花壇・建物内の植木鉢などいろんな場所で堆肥によって育っ 
た花々が愛らしく咲き、環境設定の一端を担った。また、堆肥を使い庭で育てたかぼちゃ・ズッ 
キーニ・きゅうり等を調理していただいて、“お店屋さん”でいただく嬉しい時間もあった。  

 
４．子育て支援、家庭支援体制 
    子育て支援として行っている「こひつじ広場」や子育ての話や悩みを気軽に出し合える「ひだまり

の会」は、今年度も楽しい時間を提供し好評であった。一方で、参加人数が年々減りはじめているの
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で、来年度以降のもち方については、さらに工夫をしていきたいと思う。 
    
５、 保育者の質の向上、園内研修の充実へ 

ア、 “自分の部屋の子どもだけ”“目の前にいる子どもだけ”を見ているのではなく、全体を見通す力を

つけていこうということと、全員で全員の子どもをみるということは、誰かにやってもらうのでは

なくどの子どもに対しても一人ひとりの保育者が責任をもってしっかり関わるということで、自分

が行動する、気付いたら発信する、自分が出来ない状況にあるならば、同僚に的確な説明をして託

す、誰にでもわかる明確な言葉を用いて「報告・連絡・相談」をすることを共有し合った。 
イ、 怪我やヒヤリハットなどについては、報告で終わるのではなく、なぜ起きて、何が足りなかったの

か、どうすれば次は防げるのか等、気付きと学びの機会にするべく丁寧に共有した。 
朝の打ち合わせの時間にも共有し、子どもの姿の見とり・行動の予測により心を向け、安全面はもち 
ろんのこと、子どもの今を捉えた環境や経験の為の準備をすることが出来る保育へと繋げていかれる 
よう努めた。 

  ウ、“成長する保育者集団”であるべく、学びである“研修”に力を入れた。 
    ・外部研修では、通常の様々な研修やキャリアアップ研修に積極的に参加し学んだ。長野市で開かれ 

た全国保育学会にも参加し、全国レベルの幼児教育について学び刺激を受けた。 
    ・園内研修では、外部研修での学びの共有に加え、「キリスト教保育について」「幼児期の終わりまで 

に育ってほしい１０の姿」「アレルギー」「誤嚥」「熱中症」「嘔吐」等々、様々なテーマで研修を行 
った。 

・今年度は各地で地震が多かったこともあり、園内で被災した時の対応について、早急に学び合う 
ことの必要を感じたので、あらためて園内研修を行った。担任だけではなく、様々な時間帯の先生 
方に共有するために、このテーマでの研修を何日間も繰り返し行った。 

災害対応というと、通常の避難訓練で繰り返していた内容を想像するが、実際に災害時に起こる 
かもしれないことを、保育者自身が想像し、心配なこと怖いことなどを出し合うことから始めた。 
何が心配なのか、何が怖いのか、そして、それに対して出来る準備は何か、対応策は何かなど、具 
体的にシュミレーションをし、心配なことのグループ分けをして、対応策を確認し合った。 

闇雲に怖がっていた不安な気持ちではなく、出来ることがあること、非常時に優先すべき事柄の 
     共有が出来、有意義な学びの時となった。早速に、年度後半の避難訓練では、研修で取り決めた旭 

の避難ルールのいくつかを子どもたちと共に体験することが出来た。今後も、内容を精査・更新し 
ながら安全な園生活を構築していきたい。 

・毎年行っている AED の研修は、今年度は、パート職員や預かり保育の時間帯の職員も参加した。 
    ・様々な研修を行ったが、子どもと向き合ってくださる色々な立場の先生方と共に学び、旭が大切 
     にしていることや緊急時の基本的な対応などを共有しあう大切さを感じた。 
      一人ひとりの職員の持てる力を充分に発揮していくためにも、保育者同士が打ち解けあい、心と 
     言葉を通い合わすことが大切で、次年度以降も、時間を作り保育者が主体的になれる園内研修を重 

ねていきたい。 
       
 


